
明
治
と
な
り
、
漢
方
医
学
の
日
本
に
化
学
医
薬
品
を
用
い
る
西

洋
医
学
が
始
ま
り
、
化
学
に
無
智
な
た
め
偽
薬
・
混
和
医
薬
品
が

横
行
し
、
明
治
一
○
年
東
京
大
学
に
製
薬
科
が
併
設
さ
れ
東
京
大

学
薬
学
部
と
な
っ
た
。

大
阪
で
は
明
治
一
九
年
大
阪
薬
学
校
の
ち
大
阪
薬
舗
学
校
が
開

設
し
合
併
し
、
大
阪
共
立
薬
学
校
と
改
め
、
北
区
今
井
町
へ
移
転

し
た
。
同
校
講
師
森
小
一
郎
ら
は
夜
間
空
い
た
教
室
を
利
用
し
講

習
会
を
開
き
、
修
了
者
は
昼
間
実
地
試
験
科
目
を
実
習
で
き
る
了

承
を
大
槻
弍
校
長
よ
り
得
た
。
即
ち
道
修
薬
学
校
・
帝
国
薬
専
・

大
阪
薬
科
大
学
の
始
ま
り
で
あ
る
。

し
か
し
学
校
は
遠
い
福
島
へ
移
転
し
、
道
修
町
か
ら
の
夜
学
の

通
学
は
困
難
と
な
っ
た
。
大
槻
校
長
は
福
島
の
校
舎
を
日
本
橋
に

移
し
、
大
正
六
年
大
阪
薬
学
専
門
学
校
に
昇
格
さ
せ
た
（
私
立
で
は

熊
本
に
次
い
で
二
番
目
）
・
施
設
の
拡
充
の
た
め
豊
中
市
蛍
ヶ
池
に
一
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大
阪
に
お
け
る
薬
学
校
の
始
ま
り

大
阪
大
学
薬
学
部
・
大
阪
薬
学
専
門
学
校
・
大
阪
薬
科
大
学

中
室
嘉
祐

万
余
坪
を
得
て
昭
和
五
年
新
築
移
転
し
、
教
授
の
海
外
留
学
（
ま
ず

村
上
信
三
教
授
は
英
国
ロ
ビ
ン
ソ
ン
教
授
に
師
事
）
入
学
試
験
の
厳
正

等
の
成
果
を
揚
げ
、
大
槻
校
長
は
昭
和
一
○
年
九
月
退
任
し
た
。

昭
和
一
三
年
薬
剤
中
将
松
南
千
寿
校
長
と
な
り
、
滋
味
深
い
教
育

が
行
わ
れ
た
が
敗
戦
に
よ
り
退
任
。
昭
和
二
一
年
村
上
信
三
が
校

長
に
な
り
「
大
阪
薬
科
大
学
」
と
し
て
申
請
準
備
を
完
了
、
昇
格

の
条
件
に
独
立
し
た
図
書
館
が
要
望
さ
れ
た
。
図
書
に
つ
い
て
は

広
大
な
図
書
室
に
藤
本
図
書
館
長
教
授
ら
に
よ
り
内
外
の
雑
誌
・

学
術
書
が
完
備
し
て
い
た
。
本
校
は
道
修
町
の
大
製
薬
会
社
が
理

事
で
あ
る
が
、
敗
戦
の
打
撃
に
よ
り
大
阪
薬
專
へ
の
資
金
協
力
な

ど
不
能
な
時
代
、
今
村
荒
男
阪
大
総
長
は
ま
ず
有
力
な
理
事
武
田

長
兵
衛
と
密
談
し
大
阪
薬
專
の
無
償
寄
附
の
内
諾
を
得
て
、
昭
和

二
三
年
七
月
適
塾
に
て
阪
大
側
よ
り
今
村
総
長
、
吉
松
医
学
部
長
、

田
中
事
務
局
長
ら
、
大
阪
薬
專
側
か
ら
塩
野
義
三
郎
理
事
長
、
村

上
校
長
、
米
本
同
窓
会
代
表
ら
出
席
し
、
阪
大
へ
校
地
校
舎
設
備

一
切
の
無
償
寄
附
を
決
定
し
た
。
昭
和
二
六
年
医
学
部
に
薬
学
科

が
設
置
さ
れ
、
村
上
信
三
・
生
化
学
、
羽
野
寿
・
薬
理
学
、
上
尾

庄
次
郎
・
薬
化
学
、
青
木
大
．
薬
剤
学
、
川
崎
近
太
郎
・
衛
生
化

学
、
瀧
野
潔
・
分
析
化
学
、
木
村
康
一
・
生
薬
学
で
開
講
し
た
。
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更
に
薬
学
部
へ
の
独
立
計
画
が
始
ま
っ
た
。
大
阪
大
学
刊
行
五

十
年
史
に
は
「
・
…
・
・
医
学
部
よ
り
分
離
し
、
薬
学
部
が
開
設
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
旧
帝
大
系
で
は
最
初
の
薬
学
部
の
誕

生
で
あ
る
。
文
部
省
の
意
向
と
し
て
は
東
京
大
学
が
ま
ず
薬
学
部

を
創
設
し
、
京
都
大
学
、
大
阪
大
学
の
順
を
追
っ
て
独
立
さ
せ
る

こ
と
で
あ
っ
た
が
、
本
学
関
係
者
の
努
力
に
よ
り
他
に
先
が
け
て

薬
学
部
の
設
置
が
認
め
ら
れ
…
：
．
」
と
あ
る
が
、
東
大
・
京
大
関

係
者
は
努
力
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
阪
大
薬
学
科
だ
け
は

旧
大
阪
薬
専
か
ら
の
広
大
な
一
万
余
坪
の
校
地
建
物
設
備
が
文
部

省
の
国
立
大
学
の
学
部
と
し
て
の
基
準
を
満
た
し
て
い
て
、
東
大

京
大
薬
学
科
は
創
学
以
来
医
学
部
の
建
物
に
寄
寓
し
、
文
部
省
の

基
準
に
満
た
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
昭
和
五
○
年
元
大
阪
薬
專

の
一
万
余
坪
と
万
博
跡
地
と
を
交
換
し
て
、
六
階
建
、
十
三
講
座

を
完
成
し
て
移
転
し
た
。

今
井
町
の
大
阪
薬
学
校
は
遠
い
福
島
へ
移
転
し
た
た
め
、
夜
の

講
習
会
講
師
の
一
人
平
山
松
治
は
道
修
町
の
土
蔵
を
借
り
、
明
治

三
七
年
五
月
七
日
、
夜
の
講
習
会
を
再
開
し
た
（
こ
の
日
を
大
阪
薬

科
大
学
は
創
立
記
念
日
と
し
て
い
る
）
・
の
ち
昼
間
部
を
女
子
と
し
、

校
舎
を
南
久
太
郎
町
へ
、
高
津
の
伝
光
寺
の
一
室
へ
移
し
講
義
だ

け
の
忍
苦
の
期
間
で
あ
っ
た
。
大
正
九
年
阿
倍
野
に
新
築
し
た
が

ガ
ス
は
無
く
、
「
カ
ン
テ
キ
と
団
扇
」
の
本
校
特
有
の
加
熱
実
習
が

始
ま
っ
た
。
校
主
の
平
山
松
治
は
転
任
に
よ
り
大
正
十
年
廃
校
宣

言
し
た
が
、
忍
び
ず
と
秋
山
卓
雨
は
野
崎
仙
太
郎
・
別
所
熊
太
郎
．

神
山
甚
吉
・
佐
藤
敏
雄
・
井
宮
友
吉
の
六
教
授
の
合
議
制
で
経
営

す
る
こ
と
に
し
た
。
開
校
以
来
最
大
の
難
局
で
あ
っ
た
。

大
正
一
三
年
女
性
最
初
の
帝
国
女
子
薬
学
専
門
学
校
と
し
て
守

口
市
に
新
築
移
転
、
更
に
昭
和
七
年
松
原
市
に
新
築
移
転
し
た
。

同
窓
会
女
子
部
有
志
は
厳
正
な
学
校
運
営
が
行
わ
れ
る
新
し
い
理

事
団
を
東
大
薬
学
科
慶
松
教
授
・
日
薬
会
長
に
懇
願
し
、
同
教
授

は
京
都
大
学
薬
学
科
全
教
授
に
依
頼
さ
れ
、
高
木
教
授
は
理
事
長

を
兼
任
さ
れ
た
。
大
阪
市
立
大
学
薬
学
科
へ
寄
附
を
試
み
た
が
財

団
に
負
債
が
あ
り
成
功
せ
ず
、
新
制
大
阪
薬
科
大
学
と
し
、
学
長

松
野
俊
雄
・
薬
品
化
学
、
岡
崎
二
郎
・
化
学
、
川
原
吉
次
郎
・
生

薬
学
、
中
室
嘉
祐
・
薬
剤
学
、
高
木
誠
司
・
薬
品
分
析
学
で
開
学

し
た
。
前
理
事
団
の
負
債
を
返
還
し
つ
つ
研
究
棟
を
新
築
し
、
昭

和
五
九
年
博
士
課
程
を
設
置
し
た
。
攝
津
富
田
阿
武
山
に
一
万
八

千
坪
を
購
入
し
、
新
築
移
転
を
待
っ
て
い
る
。

（
奈
良
佐
保
女
学
院
短
期
大
学
）
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